
北方圏農学科の温暖化関連研究（現在進行中の一例）

21世紀末の気温上昇予測
（4℃上昇モデル 気象庁）

→生物への影響評価や対策、さらに温暖化
を利用した取りくみは必須となる

21世紀末の気温上昇予測
（4℃上昇モデル IPCC）

海水温上昇や海氷減少による，サケやアザ
ラシなど海ワシ類の餌種の利用可能性低下

希少猛禽類への影響
北方系・高山鳥類の生息域消失，

生活史の変化と生物相互作用の崩壊

北方や高山の鳥類への影響
実験マウスにおける精巣退縮や精子

形成・男性ホルモン分泌の抑制

オス生殖機能への影響

緑肥などを土壌に投入し土壌炭素貯留量を増加
させ、温室効果ガス排出抑制と食料生産を両立

環境再生型農業

アッケシソウ由来の高温耐性遺伝子を作
物に導入し、高温耐性向上を目指す

高温耐性遺伝子の導入

ｵｵﾊﾞﾅﾉｴﾝﾚｲｿｳの根茎における貯蔵養分
量の低下と生残率低下・生育阻害

林床春植物への影響
北方系のスゲ属植物やミズゴケ類にお

ける光合成能・養分獲得能の低下

湿生植物への影響

気候変動で減産してしまう熱帯作物(コー
ヒー)を細胞培養で生産→細胞農業の試み

培養細胞からコーヒー
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温暖地作物(サツマイモや陸稲など)の導入
を目指した、北方適応型の栽培技術確立

温暖地作物の導入
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